
Ⅳ-60 ラ ン ドサ ッ トデ ー タ に よ る 東 京 周 辺 の ゴ ル フ 場 建 設 状 況 に つ い て

我 が 国 の 土 地 利 用 状 況 は 、 我 が 国 の 発 展 に と も な い 激 し く変 化 し て い る 。  特 に 昭 和 グ θ 年 代 の 高 度 経 済

成 長 期 に 多 く の 地 域 で 宅 地 が 造 成 さ れ 、 さ ら に ゴ ル フ 場 の 建 設 が な さ れ て き た 。  と り わ け 現 在 東 京 を 中 心

と す る 関 東 地 方 の ゴ ル フ 場 の 数 は 、 戦 前 に 比 べ 約 5 θ 倍 と な り 、 さ ら に 東 京 か ら グ θ ～ 6  θ K m 圏 で の ゴ ル

フ 場 の し め る 面 積 は 陸 域 面 積 の 2 % を こ え て い る 。  こ の こ と は 雨 水 の 形 養 能 力 を 初 め 自 然 環 境 に 対 し 多 く

の 影 響 を 与 え て い る と考 え ら れ る 。 し た が つ て 、| こ れ ら ゴ ル フ 場 の 状 況 を 知 る こ と は 自 然 環 境 変 化 を 知 る 一

つ の 指 標 と な る と考 え る 。  ゴ ル フ 場 は 広 範 囲 に 分 布 し て い る こ と か ら 、 ノヘ、工 衛 星 ラ ン ドサ ッ トの 資 料 か ら

ゴ ル フ 場 抽 出 が 十 分 可 能 で あ れ ば 、 ラ ン ドサ ッ トデ ー タ は 有 効 な 情 報 と な る 。  こ こ で は 東 京 周 辺 の ゴ ル フ

場 に 関 し て 調 べ た 結 果 を 報 告 す る 。

東 京 を 中 心 と す る 関 東 地 方 / 都 6 県 の ゴ ル フ 場 は 、 戦 前 わ ず か 7 箇 所 で あ つ 7 _ も の が 戦 後 の 経 済 成 長 や 、
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レ ジ ャー に対 す る考 え方 の変 化 か らゴル フ人 □ が増

加 し現在 3 5θ の ゴル フ場 が 開設 され てい る。 さ

らに /ゴ ル フ場 当 りの面積 は増 カロ傾 向 に あ り、 ゴル

フ場 の総 面 積 は 3  6 6  K r に お よん で い る。 こ れ ら

ゴル フ場 は広 範 囲 に分 布 し、 ま■建 設 に は長 期 間 を

要 す る こ とか ら現状 を把握 す るこ とは容 易 で は ない

/ 9 7′ 年 米 国 に よ り打 上 られ た地球 資 源 探 査 人

工衛 星 はす で に θ号 を数 え 、高 度 9θ θK口か ら / 8

日周期 で ほ とん ど全 地 表 面 の観 測 を行 な つて い る。

した が つて ラン ドサ ッ トに塔 載 され た複 数 の スペ ク

トル ノヽ「ン ドに よ る資 料 を解 折 す るこ とに よ り、複雑

な地 表 の状 況 を広域 的 か つ周 期 的 に矢Dる こ とが で き

る。

写 真 - l A , B は / 9 7 2 年 / /月 お よび / 9 8 /

年 /月 の 関東映 像 か らこ の間 に ゴル フ場 が急 造 され

た千 葉 付近 を拡 大 し強 調 した もの で あ る。 図 - 1

は資 料 を もちい て東 京 を中心 に 8θ K口圏 で の ゴル フ

場 の分布 を開設 時 期 と ともに載 せ て あ る。

図 - 2は 関 東 地 方 /都 6県 、お よび東 京 8θ Kね圏 内

で の ゴル フ場 開設 数 と面 積 に つい て年 代 順 に載 せ て

あ る 。 図 か らi高度 経済 成長 期 に多 くの ゴル フ場 が

開設 されてま: .た東京近郊での地価の高騰や交通手段

の発達か ら 8  0 K m圏外での建設が増 していること

が|わかる。 |ま たゴルフ場の数 と面積の関係か ら、

7θ 年代ごろから比較的広いゴルフ場が建設 される

よう( Fなり、それだけ周囲に与える局所的影響 も増

した と考 え られ る。 図 - 3は 関 東 地 方 都 県別 、 な

らび に東 京 を中 心 とす るE E離圏 別 で の ゴル フ場 の数
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面 積 、 お よ び 各 距 離 圏 で の ゴ ル フ 場 の し め る 面 積 の 割 合 を % で

示 し て あ る 。  こ の 図 か ら 昭 和 グ 6 年 以 後 に 開 設 さ れ た ゴ ル フ

場 の割 合 は 、それ以 前 に多 く造 られ た東 京 や神奈 川 に比 べ他 の

グ 県 で は非 常 に多 くな つて い るこ とがわ か る。 と くに群 馬 県

で は 7 6 %、 栃 木 県 で は ' 8 %が 最 近 / /年 間 に開 設 され て い

る。 ま た 関東 全 域 に しめ る ゴル フ場 の面 積 は / . / % で あ る

の に対 し8  θK m圏 で は / . 3 % 、 と くにグ θ～ 6  θK m圏 に集 中

して い るこ とが わ か る。

写 真 ― ′2 A , . 2 B は 、 そ れ ぞれ / 7 7 2 年 お よび / 9 8 / 年 ラ

ン ドサ ッ トに よ り撮 影 され た 関東 の映 像 か ら、 この間 と くに ゴ

ル フ場 が 増加 した千 葉 県 市原 付 近 (図 - 1の カー ソル マー ク)

を拡 大 した もので あ る。 い ず れ も リモ ー トセ ン シン グデー タ

解 析 装 置 に よ リゴル ラ場 域 を強 調 し抽 出 して あ る。 こ の写 真

に よ リゴル フ場 の分 布 状 況 が よ くわ か る。 ま た 3、た つ の写 真

を比 較 す るこ とに よ り、いか に多 くの建 設 が わ ず か 9年 間 の 問

に この地 域 で行 こ なわ れ たか が わ か る。

写 真 - 3は さ らに一部 を拡 大 した もの で 、 この写 真 か らこ の

地 域 に 6つ の ゴル フ場 が 並 ん でい るこ とが わ か る。 現 在 の ラ

ン ドサ ッ トの1 7 E離分 解 能 は 8  θm程 度 で あ るが 、形状 を知 る こ

とが か な り可能 で あ る。

ゴル フ場 は一般 に林 や芝 生 に囲 まれ 多 くの 自然 を残 して い る

と思 わ れ る。 し か し、 ラン ドサ ッ トの デー タか らゴル フ場 は

周 囲 の山林 や 草地 とは つ き り区別 して抽 出 す る こ とが で き る。

この こ とは そ こで の電 磁 波特 性 が 周 囲 と異 な つて い る こ と、 つ

ま リゴル フ場 建 設 に よ り縦来 に比 べ状況 が 変化 してい る こ とを

意 味 し て い る。 こ れ らの状 況 が東 京 を と りま く地 域 に数 多 く

分 布 してお り、こ の状 況 や その変 動 を知 る こ とは環境 変化 に対

す るひ とつ の指 標 に な る と考 え られ る。

この よ うな広域 現 象 や その時 系 例 的 変動 を知 る上 で 、 ラ ン ド

サ ッ トデー タを もちい るこ とは 、 それ が広 い地 域 の情 報 を同 時

刻 で集 収 して い る。こ と、 さ らに周期 人工 衛 星 で あ る こ とな どか

ら非 常 に有 効 な手 段 で あ る。
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